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5 月 18－22 日週の NZ ドル円レビュー 

■米ソブリンリスクの高まり受けて反発 

High：58.99円 Low：55.21円 
Close：58.76円 
 NZ ドルは上昇。世界の景気後退が最悪期を脱した
との見方のほか、米国のソブリンリスクへの懸念によ

るドル売りが後押しとなり、対ドルでは 0.6238 ドル
と年初来高値を更新した。一方で対円では、一時 58.99
円まで戻りを試したが、ドル円の下落を受けて上昇幅

は限定された。 
 
■5/18（月）57.28円 
反発。欧州株や米国株が大幅上昇となったことを受け

てじり高の展開に。57.44円まで上昇した。 
■5/19（火）57.74円 
続伸。独 ZEW が大幅改善となったことを受けて、景
気の回復期待感が強まり、買いが継続した。一時 58.47
円まで上昇した。 
■5/20（水）57.47円 
反落。クロス円に本邦証券系や機関投資家からの売り

が出たこともあり上値の重い展開に。その後、NY タ
イムでは株高が先行したほか、米経済への下振れ懸念

によるドル売りの流れから 58 円前半まで反発。しか
し、ドル円の下落に頭を抑えられ、57円前半まで押し
戻された。 
■5/21（木）57.68円 
横ばい。ドル売りの流れから対ドルでは 0.6111ドルま
で上昇したが、対円ではドル円の下落の影響もあり、

上値は抑えられた。結局 57 円前半を中心として横ば
いとなった。 
■5/22（金）58.76円 
上昇。ドル売りの流れが継続し、対ドルでは 0.6238
ドルまで年初来高値を更新した。対円でも上昇基調と

なり、58.99 円まで戻りを試した。ただ、ドル円の上
値の重たさを受けて伸び悩んだ。 
 
月日 High Low 

5/18（月） 57.44円 55.21円 

5/19（火） 58.47円 57.10円 
5/20（水） 58.39円 57.23円 
5/21（木） 57.78円 56.92円 
5/22（金） 58.99円 57.61円 

 
 

 
May 25, 2009 

■NZ ドル円の推移 
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■テクニカル短期・中期ポイント 

60.37（5月 11日高値＝年初来高値） 
58.99（5月 22日高値） 
＝＝先週末の NYクローズ 58.76円＝＝ 
56.64（日足一目均衡表・基準線） 
55.90（日足一目均衡表・雲の上限） 
53.41（日足一目均衡表・雲の下限） 
 

■NZ の重要指標結果 

■5/18（月）〔結果〕 （前回） 
1-3 月期生産者物価指数 〔-2.5％〕 （-2.2％） 

 

■アウトルック ダイジェスト版 

■レンジ：54.00－60.00円 
 前週の NZドルは堅調な推移に。対ドルでは 0.6238
ドルまで上値を拡大し、年初来高値を更新した。NZ
独自の材料が少ないなか、ドル安の動きや、対豪ドル

で短期的な下値を確認したことが買い材料となったよ

うだ。特に豪ドル／NZ ドルは、昨年以降で 3 度目の
挑戦となった 1.3NZ ドル超えにまたしても失敗。NZ
当局からは足もとの NZドル安を歓迎するコメントが
聞かれているが、対豪ドルで目先の安値を確認したこ

とで、買い意欲が強まる可能性は高い。対円では、ド

ル円の下落に影響され、ある程度上昇幅が相殺される

ことは考えられるものの、60円の大台を窺うシーンも
見られそうだ。 


